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M tuberculosis18b株の 3つのタイプの rrsA､rp止､gidBの塩基配列を決定し､M
tuberculosisH37Rv株と比較した結果､SM耐性に関与しているgidB遺伝子やrpsL遺伝子
などに遺伝子変異は認められなかったが､16SrRNAの塩基 512と513の間にシトシン(C)























































3) BCG 512ccは､SM 0-loops/mL添加寒天培地においては集落が形成されず､sM
200pg/mL以上では集落が形成された｡また､液体培地を用いた培養実験においても
同様の結果が得られた｡BCG512ccを用いて培地置換実験を行った結果､SM非添
加培地からsM200pg/mL添加培地に置換した場合､BCG512ccは増殖を開始した.
また､sM200pg/mL添加培地から､SM非添加培地に置換した場合､置換直後にはわ
ずかな増殖を示したもののその後増殖が停止したO以上から､rrsA上の 512ccの変
異が増殖依存性に関与することが実証された｡
以上のSM増殖依存性､耐性に関する報告は新しい知見であり､今後の微生物学研究の
発展のみならず感染症制圧に対しても大きな意味を持つ有用な研究成果であると考える｡
よって､審査委員会は本論文に博士 (歯学)の学位論文としての価値を認める｡
